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おわりに
はじめに
ネーションは一つの共同体として意識され，現実に不平等があったとして
もその共同体の構成員は常に水平的な深い同志関係（comradeship）として
心に描かれるとベネデイクト・アンダーソンは指摘している。そして，この
同胞愛（fraternity）の故に，「過去二世紀にわたり，数千，数百万の人々が
(中略）殺し合いあるいはむしろみずからすすんで死んでいったのである」
')。スリランカ・タミル人たちの多くが自らの集団をこのような共同体とし
て思い描いていることは確かであろう。スリランカ社会のマイノリテイ集団
の一つとして多数派シンハラ人主導の政治体制のなかで明らかにさまざまな
差別，苦難を被ってきた彼らが，同じタミル人としての水平的な強い同胞愛
を抱いていることは間違いない。そして，言うまでもないが，武装勢力への
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支持の多くはそこから生まれている｡
しかし，アンダーソンの示唆にもあるように，水平的な同胞愛を抱くこと
と，現実の社会が平等であることとは別問題である。大澤真幸はこれを「平
等幻想」と呼んでいる。また，民族を同じくすると考える見知らぬ人々の間
に共感が一瞬のうちに伝搬する現象は「類化のマジック」などとも呼ばれ
る2)。言うまでもなく現実の格差が幻想やマジックで消え去るわけではない。
実際，スリランカ．タミル人の社会は非常に多様な社会である。カーストや
地域差は厳然として存在し，階級的な問題ももちろん存在する。
スリランカ．タミル人社会のこうした多様性と民族Ⅱ１１題，あるいは内戦の
問題はどのように関係しているのだろうか。本稿ではこの点について特に
カーストに焦点を当てて考えていきたい。カーストの問題は今日においても
明らかに大きな重要性をもつ事項の一つであると考えられるからである。実
際スリランカ・タミル人社会のカーストの問題に関してはいくつかの研究
がなされてきたが，いずれもその重要性を指摘している。ラッセルは１９３０
年代の低カーストの運動について詳述している3)。バンクスは１９５０年代の
ジャフナのカースト制度に関する現地調査を行い，バラモンとヴェッラー
ラの関係を中心に興味深い分析を行っている4)。パッフェンバーガーは１９６８
年の寺院立ち入り運動を中心とする低カーストの運動と民族問題との関係を
考察している5)。本稿はこうした先行研究をふまえつつ，低カーストの運動
が活発化し始めた２０世紀初頭から現在に至るまでの流れを通時的にとらえ
スリランカ．タミル人社会における民族とカーストの問題を考察しようとす
るものである。
1．タミル人とスリランカ
スリランカ・タミル人と呼ばれる人々の多くは伝統的にスリランカ北部
と東部に居住してきた。たとえば1921年のセンサスによれば，彼らはス
リランカ総人口の１１５％を占めるにすぎなかったが，北部ジヤフナ県では
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97.7％，東部のバッテイカロア県では５２８％，同じく東部のトリンコマリー
県では53.2％を占めていた。また，コロンボなどで活動する人々も多く，コ
ロンボ市内の6.0％はスリランカ・タミル人であった。宗教に関していえば，
彼らの83.0％がヒンドゥー教徒で，１５８％がキリスト教徒であった6)。
スリランカがポルトガル人によって１６世紀に植民地化される前のタミル
人たちの歴史の多くは必ずしも明らかではない。ポルトガル人たちが寺院や
文書を破壊したこと，あるいはシンハラ人のように年代記を残すことがな
かったことなどがその原因であるとされている。ただ，紀元前からインドか
らのタミル人の移住があったことは考古学的資料や碑文から明らかである7)。
たとえば，巨石文化の埋葬物等との類似`性から，紀元前千年紀の初期には南
インドとスリランカにはかなりの文化的関係があったことが明らかにされて
いる8)。
また，ポーク海峡を越えた王国間の抗争はたびたびあった。紀元前２世紀
には南インドのチョーラ地方から来たエーラーラがアヌラーダプラを４４年
間統治したが，よく知られているように，彼の軍勢はシンハラ王朝のドウッ
タガーマニー（在位，前１６１－前137年）によって撃破された。９世紀には
南インドのパーンデイヤ軍がアヌラーダプラを落とした。１０世紀になると
南インドではチョーラ朝が台頭し１０１７年からはチョーラ朝によるスリラ
ンカ北部支配が始まった。この時代までにかなりの数のタミル語話者が来島
していたのであるが，チョーラ朝による支配はさらに多くのタミル人たちの
移住を促した。この間に首都はポロンナルワに移ったが，ヴイジャヤバーフ
１世(在位,105品１１１０年)によってチョーラ朝はスリランカから駆逐された9)。
その後シンハラ王朝は200年近く続いたのであるが,1214年にカリンガ(現
在のオリッサ州の沿岸地方）を本拠地とするマーガ（在位，1215-36年）が
スリランカ北部に侵入した。この混乱のなかで最終的にはパーンデイヤ勢力
がジャフナにタミル王権を築いた。シンハラ王朝は首都ポロンナルワを含む
スリランカ北部平原を放棄し首都をより南のダンバデニヤ，ヤーパフワ，
クルネーガラヘと次々と移した。その後，中央高地のガンポラがシンハラ壬
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朝の首都となった10)。こうして１３世紀以降，ジャフナを中心とするタミル
王朝と，スリランカ南部のシンハラ王朝が並立することになった'')。こうし
た歴史的経緯のなかで多くのタミル人がスリランカに居住し始めたと考えら
れている。
2．タミル人社会とカースト
このようにスリランカと南インドの間には古代からかなり密接な関係が
あったのであるが，そうしたなかでつくられてきたスリランカ・タミル人の
社会はどのようなものであったのだろうか。この点について，彼らの代表的
な地域であるジャフナ半島におけるカースト制度を中心に考えてみたい。
ある意味で当然であろうが，ジャフナのヒンドゥー教徒の間に存在する
カースト制度はいくつかの点でインドのそれに似ている。それはたとえば，
名前をもつ内婚集団，ケガレという概念，カースト間の相互依存，カースト
間のランクといったものである。しかし，インドと明らかに異なる点の一つ
は，支配カーストであるヴェッラーラが人口の半数ほどを占めている点であ
る'2)。つまり，スリランカでは支配カーストの政治的，経済的な影響力は，
その数の力によってさらに補強されてきたということである。実際，ヴェッ
ラーラたちは，士地，資本，商業，行政，政治において非常に大きな影響力
を保持しているといわれる'3)。
ジャフナにおけるヴェッラーラの影響力の大きさは一つにはバラモンとの
関係において明確に表れている。スリランカではバラモンの数は極端に少な
く，バラモンのほとんどは寺の僧侶である'4)。しかしその寺はたいていヴェッ
ラーラの管理下にあり，バラモンはその寺に雇われている使用人にすぎない。
ヴェッラーラはバラモンの儀礼上の優越性を形式的には認めるものの，実際
は優越者としてふるまっていた。ヴェッラーラたちはバラモンの行動を監視
し時に暴力をふるうこともあったという。また，バラモンの,慣習が望まし
いものであるとか模倣すべきものであるとは考えられず，寡婦再婚禁止など
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はバラモンの奇異な'慣習であるとみなされた（つまりサンスクリット化とい
う概念はこの場合適用できない)'5)。
このようにバラモンの数が少なく力が弱かったことはジャフナのカースト
制度に比較的変化が少なかった原因の一つであるといえるかもしれない。イ
ンドのいくつかの地域では，カーストを否定する本格的な動きは反バラモン
運動として現れた。識字教育の伝統をもつバラモンたちはイギリス植民地時
代においていち早く近代西洋教育を受け入れ，特に大学教育を通じて高位の
官職や専門職に就くようになった。新しく獲得された地位はカーストのネッ
トワークによってさらに強化された。インド南部や西部においてはこうした
状況から反バラモン運動が生まれたのである'6)。この運動の主体は非バラモ
ンの高カーストであったが，この運動はカースト制度そのものを否定する契
機をも含んでいたので，他のカーストの運動をも明らかに刺激した。しかし
バラモンの力が非常に弱かったスリランカにおいては反バラモン運動が生ま
れる必然性がそもそもなかったのである。
ジヤフナの諸カーストは大きく二つに分けられた。一つはアデイマイと呼
ばれるいくつかのカーストである。これらのカーストの人々は１８４４年の奴
隷制廃止まではヴェッラーラの奴隷であった。現在では法的には自由である
が，少なくとも1970年代においては，多くはヴェッラーラの下で雇われて
いた'7)。このアデイマイはさらに二つの集団に分けられた。不可触カースト
であるパッラ（農業労働者）とナラヴァ（ヤシ栽培)，そしてカースト．ヒ
ンドゥーのコーヴイヤルである。コーヴイヤルは以前はヴェッラーラの家内
奴隷であったが，その儀礼的地位は主人と同等であるとされていた。それは
コーヴイヤルたちが戦時に捕虜となったシンハラ人のゴイガマ．カーストの
末喬であったからだともされている'8)。
アデイマイに含まれる二つの不可触カーストの多くは実際に奴隷として南
インドから連れて来られた人々であった。たとえば，1694年から1696年ま
での間に3,589人の奴隷が連れて来られたという記録がある19)。パッラとナ
ラヴァたちには実際に働いたときにのみ食料や衣料が与えられた。逆に外部
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の労働で得た稼ぎの一部は主人に提供しなければならなかった20)。
アデイマイの他にクドゥマイというカテゴリーも存在した。これには，金
銀細工，鍛冶，大工，銅細工，床屋，洗濯屋といったカーストと，パライヤ
ルという不可触カーストが含まれた。これらのカーストは奴隷という身分
ではなかったので売買されることはなかったが，ヴェッラーラとは隷属的
な関係にあった21)。不可触カーストのパライヤルは葬式時の太鼓たたきであ
り，ヴェッラーラからは米，現金，時には酒の報酬を受けた22)。また，ナラ
ヴァ，パッラ，パライヤルという三つの不可触カーストのうちで，パライヤ
ルが最も不浄であるとされていた。他の二つのカーストは，汚物処理や皮革
加工を行わず，牛肉を食べないことでより高い地位を主張したのである。た
だ，ナラヴァはトデイ酒を製造しているという点で不浄であるとみなされて
いた23)。なお，これら３つの不可触カーストの他に，トウルンパルというカー
ストがあった。このカーストはパライヤルの洗濯人とされており，疑いなく
より低い地位にあった24)。
ところで,こうしたさまざまなカーストの正確な人口比は明らかではない。
明らかにその一因は植民地下スリランカのセンサスにおいてカーストごとの
調査が行われなかったことにある．この点において，カースト別人口のみで
なく，そのランキングまでをも詳細に記した植民地下インドのセンサスとは
大きく異なっている。ただ,ジャフナ半島における人口比に関しては,ヴェッ
ラーラが５０％，カライヤール１０％，パッラ９％，ナラヴア９％，コーヴイヤ
ル７％，パライヤル２７％であるという大まかな見積りはある25)。
3．地域的差異とカースト
しかしすべてのスリランカ・タミル人の社会がヴェッラーラを支配カー
ストとする社会であるわけではなかった。居住地域によってカーストの状況
は大きく変わっていた。一つは沿岸部に居住するカライヤールを中心とする
社会で，もう一つは東部のムックヴァ中心の社会である。
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ヴェッラーラとカライヤールの人口はともに北部を中心に分布しているの
であるが，カライヤールの多くは沿岸部に居住しており，その経済基盤にお
いてもヴェッラーラと競合することは少なかった。少なくともイギリス植民
地時代においては直接対立することはなかったと考えられている。ヴェッ
ラーラたちは，水田耕作，タバコや野菜づくりを中心とする農業に従事して
いた。一方，カライヤールたちはジャフナ半島などの沿岸部に居住し，主と
して南インドのコロマンデル海岸との間の交易に従事していた。主な交易品
は，タバコ，香料，塩，衣料，魚製品であった26)。彼らは今日では密輸の主
な実行者としてもよく知られているし，後に述べるようにＬＴＴＥ（タミル
イーラム解放のトラ）の中核部においてこのカーストの影響力は大きい。
スリランカの北西部の沿岸部にも多くのカライヤールが居住していた。田
中雅一の調査によると，1982年において，チロウ市（コロンボの北約８０キ
ロメートル）付近に位置するある村では総戸数793戸のうちカライヤールは
667戸，つまり８４％ほどを占めていた。このように圧倒的多数を占めるカラ
イヤールはこの村の明確な支配カーストであった。またこの村には，金細工
師や床屋などとともに，１世帯だけであるがバラモンも存在した。しかし，
ヴェッラーラが優勢な地域と同様,バラモンの政治的地位は非常に低く，基
本的にカライヤールの指示に従わなければ追放されるという立場にあった27)。
北部平原のヴァヴニヤー県やムッライテイッヴ県ではジャフナ半島とほぼ
同様のカースト構成になっていた。１９世紀末ごろの調査によれば，ヴァヴ
ニヤーでは人口の７６％が，ムッライテイッヴでは９２％がタミル人であった。
1895年に行政官などに向けて出版されたマニュアルにはこうしたタミル人
住民の「ほぼ半数」がヴエツラーラであったと記されている28)。
また，このマニュアルはそれぞれの地域におけるカースト人口の詳細を表
lのように記している。マニュアルの著者自身が述べているように，総計が
他のデータと合わず,この数字が必ずしも正確であるとはいえない。しかし，
大まかな特徴を示していると思われるのでここに記すことにしたい。
この表から明らかなように，どちらの地域においてもまずバラモンが圧倒
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表１ヴァヴニヤー県とムッライティッヴ県における主要カースト（1890年）
ムッライテイッヴ県
人数人口比
４４0.01％
２４４１39.0％
１１３３１８．１％
６４８10.3％
２５０４．０％
４５３7.2％
２３６３．８％
(1061）
６２６６100％
ヴァヴニヤー県
人数人口比
40.01％
３０１６５９．０％
２４６４．８％
２５１４．９％
２０１３．９％
７２１．４％
９３１．８％
(1227）
５１１０100％
バラモン
ヴェッラーラ
カライヤール
ナラヴァ
シャーナール
パッラ
パライヤル
その他
総計
出典：Ｊ､PLewis,ＡＭｍｚ"ｑｌｑ/Vtu7z伽DistγjctsQ/t/zelVO7t/ze?wＰγCu伽Ce,OeZ/lo7z
(Colombo:GovernmentPrinter,1895,republishedColombo:LakeHouseBookshop，
1993)，pp80-82．
的に少ない。逆にジャフナと同様にヴェッラーラの数は非常に多く，ヴァヴ
ニヤーでは６割近くを占めているフカライヤールは,沿岸地域を多く含むムッ
ライテイッヴ県に多く，２割近くを占めているが，内陸部のヴァヴニヤーで
は比較的少ない。数字のばらつきはあるものの，どちらの地域においても概
ねジャフナとよく似たカーストが存在することは間違いない。
それぞれのカーストに関しては，カライヤールは「第二級の漁民」（｢第一
級」の漁民はパラヴァ，つまり真珠取りのカーストであるとされていた)，
ナヴァラとシャーナールはともにトデイ酒製造者，パッラは「ヴェッラーラ
の屋外使用人」パライヤルは「大鼓たたき」と記されている29)。シヤーナー
ルは椰子栽培のカーストとしてインドのタミル地方南部にもみられる（現在
では基本的にナーダールと呼ばれる几同一カースト名が両地域に存在する
理由に関しては必ずしも明らかではないただ，ロバート・コールドウェル
(1814-1891年）は，南インド・テイルネルヴェーリのシャーナールはもと
もとジャフナ付近から来た人々であると主張した彼はまた，トラヴァンコー
ル藩王国（現在のケーララ南部）のヤシ栽培カーストであるイーラワーもセ
イロン島からの移住者であると述べている。ただ，１９世紀のスリランカに
おけるコーヒー・プランテーションの開発などに伴ってスリランカに渡る
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シャーナールも多かった。このカーストの商人がスリランカに移住すること
もあった30)。それゆえ北部平原のシヤーナールが南インドから移住した人々
である可能性も十分にあるが詳細は明らかではない。
ところで，スリランカ東部ではこれまでみてきたようなジャフナや北部平
原とは大きく事情が異なっている。東部においてもヴェッラーラは存在する
が，主要な支配カーストはムックヴァである。彼らはヴェッラーラと同等
の地位にあるとされるが両者間の婚姻は成立不可能であるとされている。
さらにジャフナのタミル人たちが圧倒的にシヴァ派信徒であるのに対して，
ムツクヴアの多くはヴイシユヌ神を信仰している3D･
カーストに関連する事項以外でも北部と東部の間にはさまざまな違いがあ
る。まず，東部のタミル人の間には母系制的家族制度がみられた。この制度
の下では，男性からその姉妹の息子へと財産が継承される。その他，タミル
語の方言においても大きな差異があるといわれ，また，東部においては非バ
ラモン的なヒンドゥー教の伝統がより強いとされている。さらにジャフナ
の人々はイギリス植民地時代以降キリスト教ミッションなどによる「第一級
の中等教育」を受けることができたが東部における教育は大きく遅れた。
そのためジヤフナの人々のなかには東部の人々を見下す傾向もあるといわれ
る32)。こうしたなかで北部に比べて東部には十分な政治的配慮がなされてい
ないという不満は古くから存在した。たとえば１９３８年には，東部は何年も
の間政治的に十分に代表されておらず，その結果「あらゆる点で困難な状況
となっている」と主張された33)。明らかに北部と東部の間の対立はかなり古
くから存在しており政治的状況に何らかの影響を与えていたことは間違い
ない。2004年におけるＬＴＴＥの分裂とも関連しているとされる34)。
４．２０世紀前半のカースト対立
ところで，すでにみたようにジャフナや北部平原地域においては人口の
半数ほどを占めるヴェッラーラが圧倒的な支配力を持っていた。２０世紀初
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頭における低カーストの状況についてＡＣＭ（TheAmericanCeylonMission）
の宣教師デイクソン夫妻は次のように述べている。
彼は彼自身のカーストより上の者の家に入れないし，ベランダにさえ入
れない。道路で出会ったときは大きく|、って通り過ぎなければならない。
彼は特別な言葉で呼びかけられる（中略)。遺体は焼くのが民族的習慣
(nationalcustom）だが，低カーストの人間は土葬にしなければならない。
結婚式や祭礼には音楽を演奏できないし,あらゆる装飾が禁じられている。
常に歩かなければならないし，傘をさしたり，サンダルを履いたりするこ
とはできない。寺院に入ることはできないし，井戸から水を汲むこともで
きない35)。
しかしこうしたカースト規制に対して，すでに２０世紀初頭のジャフナ
においても，インドのいくつかの地域と同様にかなり激しい異議申し立てが
行われるようになった。植民地政庁の行政官は1907年に経済的な地位の
上昇とともに，低カーストの人々が宝石を身につけ，車に乗り，結婚式など
に大鼓を使うことといった慣習的に禁じられていたことを行い始めた，そし
てそのため暴力的な対立が起こっていると報告した36)。前述の宣教師デイク
ソン夫妻もまた同様の報告をしている。経済的に上昇した低カーストの人々
は「踏みつけられることを拒否するようになっている」と彼らは言う。彼ら
によれば，その背景には，鉄道の開通，教育の普及，裁判制度の発達といっ
た変化があった。たとえば低カーストの間で教育が広がり，法的権利につ
いてより多く知るようになると裁判に訴える人々も出てくる．こうしたなか
で低カーストの人々の力がますます高まっていると言うのである37)。
そしてこうした状況は激しいカースト対立を生んだ。当時｢カースト暴動」
と呼ばれた対立が北部特にジャフナにおいて頻発した[〕こうした暴動は少
なくとも1903年末から1904年始めにかけて多く発生した。新聞には暴動が
ジヤフナに「蔓延している」とも書かれた38)□ミッションの学校を中心に生
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じた次のような事件はそうした暴動の一つであった。これはＡＣＭがそれま
での高カースト重視の姿勢を改めたことが発端となって起きた事件であっ
た。つまり宣教師たちは彼らの師範学校に低カーストを受け入れ，生徒たち
をともに座らせ,同時に同じ場所で食事をさせたのである。その結果,高カー
ストの生徒の多くは学校から姿を消し,校舎や生徒に向けての投石がなされ，
教師の家は放火ざれ全焼した39)。
カースト間の対立は，１９２０年代においても発生した。たとえば，1926年
には１５家族のナラヴァの人々がある村から追放されたのだが，それは彼ら
の－人が慣習に反して「上等の衣服」を着たからであった1927年には同
じくナラヴァの男が天井を白い布で飾ったため高カーストから嫌がらせを
受けたという40)。ナラヴァとは，既にみたように，不可触カーストに分類さ
れ，ヤシ酒造りを主要な生業としたカーストである。また，低カーストの者
がヴェッラーラに公道で会うと脇に立ち去らなければならなかったのである
が，そうした差別が訴えられることもあった4')。
こうした抗議運動を行った組織に1929年設立のジャフナ被抑圧タミル奉
仕連盟（TheJaffilaDepressedTamils'ServiceLeague）というものがあった。
この団体はキリスト教徒市民権連盟（TheLeagueofChristianCitizenship）
という団体の影響下にあるものであった。後述のジャフナ青年会議との協力
関係のなかで，学校や図書館の設立などにおいてかなりの成果をあげたとも
いわれる｡ヤシ酒製造者を含むとされることから,明らかに相当数のナラヴァ
が参加していた42)。この組織はドノモア委員会に対して，不可触民とは
ヴェッラーラの家に入れない人々であると定義し，宝石や乗り物，あるいは
傘の使用において自由がないことを訴えている。また，彼らの子どもたちは
政府校や政府助成校への入学が許されないことがあり，また，許されたとし
ても床の上に座るように命じられるのだと述べた43)。詳細は明らかではない
が，ジャフナ被抑圧階級協会（TheJaffilaDepressedClassesAssociation）と
いう組織も1920年代後半には存在していた饗)。
こうした状況のなかでいくつかのカースト間で対立が起こった。対立は村
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落内の口論という形で始まり，殺人事件に発展することもあった□こうし
た対立においては，カトリックの司祭が低カーストの側に立つことがあっ
た45)。また，キリスト教徒のなかには低カーストの者を家に招いたり，逆に
低カーストの家で茶を飲んだりする者も出てきた46)。
1920年代から３０年代にかけてカースト間で対立がこのように激しさを増
した大きな原因は，２０世紀初頭と同様，経済的変化にあるというのが当時
の分析であった□特に非合法の酒造りとヤシ酒販売が増加するなかで，「木
登りカースト」（明らかにナラヴァを指していると思われる）のなかには急
速に豊かになった者たちも現れた。こうしたなかで「既成の秩序への反逆」
が起こり，「村落内の調和や平和や秩序をつくりあげてきた長年にわたる状
況や慣習」が否定されることになったというのだ47)□当時ジャフナで増加し
ていた犯罪の一因もカースト問題にあると議論された。高カーストは低カー
ストの主張をまったく許容しないし，低カーストはもはや「目上の人々」に
敬意を表したいとは思わないこのカースト間の緊張が多くの犯罪の根底に
あるとされたのである48)・
’920年代末からの「平等の着座」（equalseating）を求める動きはこのよ
うな状況のなかで生まれた。すでに触れたように，特定のカーストは学校教
育に関しても厳しいカースト差別にさらされていた。彼らは多くの場合入
学が拒否されたし許可された場合でも低い椅子に座らされるか，床の上
に座らされた。また，ヴェッラーラと非ヴェッラーラとの共食はなおもタ
ブーであった49)。こうした状況に対して，植民地政庁の教育局（TheBoard
ofEducation）は学校における平等な着座を勧告した50)．政庁がどのよう
な意図の下にこの勧告を出したのかは明らかではない。ただ，この勧告は
ヴェッラーラたちからの激しい抵抗を引き起こした。1930年にはラーマナー
ダンをはじめとする著名な人々がセイロン知事にコペイ・トレーニング・カ
レッジ（KopayTramngCollege）での共食をやめさせるよう嘆願した。そ
の２，３週間後，いくつかの学校がヴェッラーラの親たちによって焼き払わ
れた5')。
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多くのヴェッラーラにとって，この教育局からの勧告は「突然で予期せぬ
提案」であった。彼らの考えでは，こうした改革は「徐々になされるべき」
ものであり，十分な準備期間が必要である。なぜならば，「何世代もの間高
位とみなされてきたカーストに属する人々の子どもたちは，ある種の高貴な
資質という胚芽を自らのなかにもっているが，低カーストの子どもたちはそ
うしたものを大きく欠いており，逆に明確に有害な傾向をもつ」からであっ
た52)□また，低カーストを受け入れれば，「学校は，我々の子どもたちにふ
さわしい訓練に適した環境をつくる代わりに，憎しみやあざけりや嫌悪の場
になるだろう」と議論された53)。
しかし，低カーストによる平等を求める動きは，その後，バスの座席への
着座という形でも現れた。それまでバスの床の上に座らされていた「被抑圧
階級」の人々がバスの座席に座るようになったため，ヴェッラーラの運転手
たちはそれに抗議してストライキを行った。また，同じ年（1933年)，不可
触カースト（ラッセルはparayaと記しているがおそらくパライヤルのこ
とだと思われる）が教会内で靴を履いていたことをめぐってヴェッラーラ
と非ヴェッラーラのカトリック信徒の間で対立が起こった。その後一人の
ヴェッラーラが殺され，数件のパライヤルの家が焼かれた。さらに同じ頃
ヴェッラーラの火葬場をナラヴァが使用する権利をめぐって両カーストは対
立し－人が射殺されるという事件が発生した54)。
ところで，当時こうしたカースト間の差別解消に向けて積極的に取り組ん
だ政治団体は，前にも触れたジャフナ青年会議（TheJaffnaYouthCongress）
という組織であった。この団体はインド国民会議派の運動に大きく影響を受
けて1924年に設立されたもので，ガンディー主義の色彩が濃いものだった。
活動の中心はジャフナ・カレッジで，この学校の副校長であったＪｖチェ
リアが最初の総裁となった。彼らは，ダウリ制度の廃止，「コミュナルな」
発想の否定，シンハラ人との協力，国民服（nationaldress）の採用，英語
ではなく現地語の採用などとともに，「ハリジャン」の寺院立ち入りやカー
スト差別の廃止を主張した。このジャフナ青年会議はかなりの影響力をもつ
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たが，その一因はカーストや階級を越えて草の根の民衆に訴えるという政治
手法にあった。当時の政治団体のうち，たとえばジャフナ協会（TheJaffna
Association）の成員はジャフナ半島の専門職従事者か資産がある者に限られ
ていたまた，タミル大民衆協会（TheTam1MahaJanaSabhai）の指導者
たちもカーストや社会的障壁を越えてジャフナの農民に語りかけようとはし
なかったのである55)｡
このように，1948年のスリランカ独立前においても，カースト制度，あ
るいはヴェッラーラによる支配に対してかなりの異議申し立てが行われてい
たことは確かである厄しかしこの秩序が大きく崩れていくことになったのは，
次節以降にみるように，独立後のスリランカ社会を特徴づける民族対立との
関わりのなかでであった。
5．民族意識の高まりと寺院立ち入ﾚﾉ運動
一般のタミル人たちの間に民族的な意識が急速に広まったのは１９３０年代
以降であった。「コミュナルな」意識の高まりを警戒する声があったことは
事実である。たとえば，こうしたタミル人の「人工的な結合」は個人の意見
を抑圧するもので，「ファシズムやナチズム」のようなものであるという主
張もあった56)。しかし，シンハラ人の政治的支配がますます明確になってい
くにつれて，タミル人たちの危機感,そしてアイデンティティは高まっていっ
た。特にバンダーラナーヤカのシンハラ大協会（TheSmhalaMahaSabha）
の設立とその「シンハラ人のためのセイロン」というスローガンはタミル人
たちの民族意識を著しく刺激した57)。Ｓナテーサンという人物は１９３８年に
｢タミル人たちはかつてはセイロンの王であった｡（中略）何世代にもわたっ
て文化を運び込み，この国の人々の生活に影響を与えてきた」と記し，その
後次のように述べた。「しかしセイロンの政治形態の進化にともない特に
ドノモア改革以降，着実に＿貫してその地位を失いつつある」58)･
その後，よく知られているように，1948年の独立後のインド・タミル人
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からの国籍の剥奪，1956年のシンハラ・オンリー政策をかかげるバンダー
ラナーヤカの勝利は民族的対立を決定的なものとした。民族意識の高まりの
なかで，『ヒンドゥー．オーガン」紙上には，たとえば，「人種（race）は統
合されていなければ進歩できない。現在タミル人たちは分断されている。セ
イロンのタミル人社会の前には今大きな問題がある。それはカースト問題で
ある」と書かれた59)。こうしたなかで，「タミル人」という言葉の意味も大
きく変化したと考えられている。ヴェッラーラたちはタミル文化の伝承者と
して自らを認識しており，１９世紀末までは非ヴェッラーラたちは「タミル人」
とはみなされていなかった60)｡1970年代になっても,少なくとも一部のヴェッ
ラーラにとっては「タミル人」とはヴェッラーラを意味していたといわれ
る61)。
ところで，こうした民族意識の高まりとカースト差別の廃止に向けた動き
は多少ねじれた関係にあった。独立後のスリランカにおいてカースト的秩序
が崩れていく一つのきっかけとなったのは1957年の法令であった。この年
は「シンハラ．オンリー」をかかげてバンダーラナーヤカが国政選挙におい
て大勝した翌年である。つまり，シンハラ至上主義的な傾向がますます顕著
になった国会においてこの法令は制定されたのであった。法令の名称は社会
的障害防止法（preventionofSocialDisabihtyAct）という。これはカースト
差別を違法とするものであり，明らかにこの問題が特に深刻だとされるジャ
フナにおけるカースト問題を主要な標的にしたものであった。こうして，た
とえば，教育機関，商店，公共の食堂，井戸，床屋，洗濯屋，火葬場，公共
交通機関の利用，そして寺院への立ち入りを拒否することは法律上許されな
くなった。しかしこの法律はほとんど機能しなかった。警察は高カースト
によって占められていたから，低カーストの訴えが聞き入れられることはな
かったし，そうした状況を改善しようとする努力も十分にはなされなかった
からである62)。
タミル人社会がカースト的に分裂し差別が横行するという状況はシンハラ
人政治家たちには明らかに好都合なものであった。ジャフナにおけるカース
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卜差別（｢ヴェッラーラによる圧政」とも呼ばれた）は，タミル人たちに自
治権を与えることは危険であり，逆に中央政府のさらなる介入が必要である
という主張を補強する重要な論拠の一つとなっていた63)。こうしたなかで，
仏教徒の宗教団体がタミル人低カーストの間で布教活動をするようにもなっ
た64)。逆にこうした状況はタミル人の保守的な高カーストたちにカースト
問題を無視する口実を与えることになった。そもそも深刻なカースト問題な
どは存在せず，それが問題化されているのはシンハラ人の政治的戦略の結果
であるとされたのである65)。
1960年代におけるカーストに関する最大の争点は明らかに寺院立ち入り
問題であったが，この問題にも民族対立がからんでいた。不可触カースト
による寺院立ち入りの試みは1930年代にもなされた｡しかしこれはヴェッ
ラーラの強固な反対に直面してあえなく失敗した66)。また，インドにおける
同様の運動の進展がジャフナの人々の関心を集めたことも事実である。特
に，1938年にマドラス政府が提出した寺院立ち入り法案は明らかにジャフ
ナのタミル人たちにとっても重大な関心事だった□この法案についての記事
を載せた「ヒンドゥー・オーガン』紙は不可触民制に関して，「ヒンドゥー
教のなかのこの深刻な汚点の存続はもはや許されるべきものではない」と記
した67)．しかし低カーストヘの寺院開放はその後もほとんど進まなかった。
1967年においてもジヤフナ県の１３０９のヒンドゥー教寺院のうち１７％が「マ
イノリテイクミル」（当時の用語で，主に不可触とされたパッラとナラヴァ
を指す）に開かれているにすぎなかった68)。
1968年の寺院立ち入り運動はマーヴイッダプラム（Maviddapuram）寺院
の前での抗議行動において－つのピークを向かえた。この寺院はジャフナ半
島北部に位置し，ジャフナで最も正統的なヒンドゥー教寺院の一つであると
されている。祭られているのはスカンダ（シヴァの息子，章｜駄天とも呼ばれ
る）である。この寺院の前で数百名の主にパッラとナヴァラからなる「マイ
ノリテイ．タミル」の人々が非暴力の抗議活動を行ったのである69)。この運
動の中心になったのはマイノリテルタミル解放戦線（TheMmorityTamils
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LiberationFront)，全セイロン・マイノリティ・タミル協会（TheAUCeylon
MinorityTamUsAssociation）という組織であった70)。
いうまでもないがこうした低カーストの運動に対しては激しい抵抗が
起こった。この動きの中心となったのはシヴァ派信仰防衛団（TheDefender
ofSaivism）と呼ばれる団体であった。これは主にヴェッラーラと彼らの家
内使用人とされるコーヴイヤルによって構成される団体であった。カースト
や礼拝は私的事項であり，スリランカ政府が干渉すべき問題ではないという
のが彼らの基本的な主張であった。また彼らは，不可触カーストたちの運動
はシンハラ人政治家たちから支援され，誘導され，資金援助されたものであ
るとも述べた7')。
－週間以上におよぶ寺の前での対立の後，シヴァ派信仰防衛団の人々が鉄
の棒などで低カーストの人々に殴りかかった。その後カースト対立はジヤフ
ナ各地に広がった。それは「カースト戦争」の様相を呈するほどとなり，死
者をも出すことになった72)。ただ，この運動が＿定の成果を上げたことは確
かである。その後，カースト差別を行う寺院管理者に対する告訴が行われる
なかで，ほとんどの大寺院は不可触カーストに門戸を開いた。しかし農村の
小さな寺院の多くは開放されなかった。1973年には，パッラの人々がそう
した寺院への立ち入りを強行したことから「カースト暴動」が発生してい
る73)。
このように，シンハラ・タミル間の民族的対立がますます激しくなりつつ
あった時代は，同時にカースト間においても大きな対立がみられた時代で
あった。ただ，その後，民族的対立が激化，暴力化するなかで，次にみるよ
うにカースト問題はある意味で隠蔽されていった。
6．内戦下におけるカーストと民族
スリランカでは1983年から内戦が始まったのであるが，1980年代には多
くのタミル人反政府武装勢力が存在しており，その多くがカーストや地域的
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特徴をもっていた。武装勢力は全部で３７あったといわれる｡そのうち特に
重要な集団といわれるものは，PLOTE（タミル・イーラム人民解放機構)，
TELO（タミル・イーラム解放機構)，EPRLF（イーラム人民革命解放戦線)，
EROS（学生革命機構)，そして前述のＬＴＴＥの５つであった74)。PLOTEの
メンバーは主にヴェッラーラであった75)。pLOTEは1985年７月に内部分裂
し，勢力は急速に弱まった｡リーダーのマヘシュワランは１９８９年に何者か
に暗殺された76)。ＴＥＬＯもまた「高カースト」の集団であるとみられており，
実際，ヴェッラーラを中心とする集団であった。この集団はＬＴＴＥによって
排除されることになるが，その原因はＴＥＬＯが海外から多くの資金を集め
ていたことやインドからの指示によって動いていたことであると考えられて
いる。EPRLFは1980年代前半に設立された武装組織で，その支持基盤は東
部のバッテイカロアにあるといわれている。ＥＲＯＳもまた東部に強い基盤を
もつとされている77)□
今日における主要な武装勢力であるＬＴＴＥの起源は，1970年に設立さ
れたタミル学生連合（TheTamilStudents，Federation）という組織であっ
た。これはその後タミルの新しいトラ（TheTamilNewTigers）と改称され，
1975年にＬＴＴＥとなった78)ＬＴＴＥの指導者であるヴェルピッライ・プラバー
カラン（1954年生誕）がカライヤール・カーストに属していることはよく
知られている。ＬＴＴＥのカースト構成は必ずしも明らかではないが，中核部
を占めるのは指導者と同じカライヤールであるといわれる。例外の－人は，
政治部門の指導者タミルセルヴァンであった。彼は床屋カーストに属してお
り，２００７年に政府軍の空爆によって殺害された人物である79)。
また,低ランクのＬＴＴＥ戦闘員の大半は低カーストが占めている。ざらに，
LTTEはその戦力の多くを女性の戦闘員に依存している。内戦による中間層
の流出もあって，ＬＴＴＥの兵力の多くは貧しい農村出身者でもあるといわれ
る（この点で政府軍側の事情とよく似ている)□ＬＴＴＥは社会改革,特にカー
ストの廃絶やダウリの廃止などを強調している80)。こうした社会改革政策は
新兵補充をより容易にしていると考えられる〕
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こうしたなかである程度のカースト的平等は達成されたようにみえる。例
えばジャフナにおいて低カーストの寺院立ち入りが可能になったのはＬＴＴＥ
の支配下になってからであるといわれる81)。しかし，ＬＴＴＥがカーストの廃
絶を主張しまたある程度のカースト的平等が達成されたことと，カースト
がタミル人社会において意味をもたなくなったこととは明らかに別問題であ
る。カライヤールとより下位にある諸カーストとの確執はその－つであろう。
タミル人ジャーナリストのジャヤラージが指摘しているように，低カースト
の人々は今日においても抑圧された地位にありカースト的対立が生まれる
余地は十分にある82)。近年ジヤフナにおいてナラヴア・カーストと他のカー
ストあるいはＬＴＴＥとの間でかなりの対立が発生しているという報告もあ
る83)。
さらに，より高位にあるカライヤールとヴェッラーラの対立も非常に重要
なものであろう。内戦下においてＬＴＴＥがタミル人社会全体から非常に大き
な支持を得ていることは事実である。そのテロ行為や権威主義的な性格，あ
るいはカースト的色彩は大きな障害とはなっていないようにみえる。多くの
タミル人たちは，シンハラ人の前ではＬＴＴＥの行為を嘆くのであるがタミ
ル人の間ではその共感を隠さないという別)。
内戦下においてＬＴＴＥが政府軍と対時しうる最大の勢力であることは明ら
かにＬＴＴＥが支持される大きな理由の一つであろう。指導層が非ヴェッラー
ラであることは特に低カーストの支持をおそらくより得やすい。また，女`性
の登用などを積極的に行うＬＴＴＥの政策は間違いなく女`性からの支持を高め
ている。またダウリの廃止という政策にも評価が高い85)。こうしたＬＴＴＥの
社会改革的な姿勢がＬＴＴＥへの評価を高め，またタミル人の団結を強く促
すものとなっている。また，政府に対抗してより多くの政治的権利を獲得す
るためには，少なくとも現状においてはＬＴＴＥが最も適していると多くの
ヴェッラーラたちが考えていることはおそらく間違いない。
それでは，ＬＴＴＥによる支配あるいはカライヤールの優位性へのヴェッ
ラーラの支持は内戦終了後も続くだろうか。スリランカ・タミル人社会の研
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究者であろへルマンーラージャナーヤガムは，ヴェッラーラたちはカライ
ヤールの支配は内戦時だけのものであると考えていると述べている86)。同様
に，ウィルソンもまた，自由選挙を行えばヴェッラーラの勝利となるだろう
と述べている87)。カースト意識は明らかに強固に存在している。政治にカー
ストが反映される可能性は十分にあるし，そうなった場合，ヴェッラーラが
勝利することは間違いないように思われる．
おわりに
２０世紀初頭のジヤフナには明らかに厳格なカースト規制が存在していた。
このカースト的秩序は，人口の半数ほどを占める支配カースト・ヴェッラー
ラの存在，あるいは反バラモン運動の不在といった条件のなかで維持され続
けた。確かにカースト規制への抵抗の動きは２０世紀初頭にも存在していた。
そうした動きはしばしば「カースト暴動」と呼ばれる事件を発生させていた
のであるが状況は大きくは変わらなかった〕
しかし１９５０年代頃からシンハラ・タミル間の対立が深刻化するなかで，
タミル人社会内部におけるカーストの問題に大きな変化が生じた。シンハラ
人政治家たちはこのカースト問題の政治化を図叺タミル人社会を分断しよ
うと試みた。こうしたなかで低カーストの人々の動きは大きく高まり，寺院
立ち入り運動が起こった。しかしシンハラ・タミルの対立がその後きわめて
深刻化するなかで，タミル人たちの民族意識はますます高まり，低カースト
をも含めたタミル人という民族的アイデンティティが強固に確立されていっ
た□そしてこうして民族的対立が強調されるなかで，カースト問題はある意
味で隠蔽されていった。
その後内戦が勃発したのであるが，この内戦とカーストの問題も少なから
ぬ関係をもっている｡現在，最も有力なタミル人武装勢力であるＬＴＴＥの中
核部はカライヤールであるが，有力な支配カーストではない彼らが支配力を
維持できている原因の一つに民族対立がもたらす「平等幻想」があること
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は明らかであろう。しかしカライヤールとヴェッラーラ，あるいは低カー
ストとの間の緊張は確実に存在する。和平交渉，あるいは内戦の動向と，こ
うしたタミル人社会内の抑圧，格差が深く関連していることは十分にあり得
るように思われる。ただ，今日のタミル人社会とカースト特にＬＴＴＥと諸
カーストの関係は本稿においては十分には解明できなかった。また比較的有
力な低カーストであるナラヴァの動きなどとあわせ，さらなる研究が必要で
あると思われる。
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